
ア
シ
ナ
ヘ
と
ア
シ
ノ
ウ
レ

―
― 

万
葉
集
巻
二
・
一
二
八
歌
に
み
ら
れ
る
『
遊
仙
窟
』
の
影
響 

―
―

西

嶋　

佑
太
郎

一
、
は
じ
め
に

万
葉
集
巻
二
の
一
二
六
～
一
二
八
歌
は
、
大
伴
田
主
が
「
風
流
士
」
で
あ
る
か

ど
う
か
を
詠
ん
だ
石
川
女
郎
と
大
友
田
主
と
の
間
の
贈
答
歌
で
あ
る
。
従
来
こ
の

歌
群
に
つ
い
て
は
、
犬
塚
旦
（
一
九
五
七
）
が
「
風
流
」
の
語
義
を
①
政
教
的
倫

理
的
、
②
文
雅
的
美
的
、
③
好
色
的
の
三
種
（
同
五
七
頁
）
に
整
理
し
た
の
を
受

け
て
、
同
じ
「
風
流
」
の
語
を
石
川
女
郎
は
一
二
六
歌
で
③
の
意
味
で
用
い
、
大

伴
田
主
は
一
二
七
歌
で
①
の
意
味
で
用
い
た
、
と
い
っ
た
語
義
の
相
違
を
軸
と
し

て
解
釈
さ
れ
て
き
た
（
秋
山
虔
（
一
九
八
四
）
な
ど
）。
ま
た
長
大
な
左
注
の
典
拠

に
つ
い
て
小
島
憲
之
（
一
九
八
八
）
を
は
じ
め
と
し
た
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
先
行
研
究
は
、
直
接
「
風
流
士
」
を
詠
み
込
み
、
長
大
な
左
注
の
あ
る
一

二
六
、
一
二
七
歌
を
中
心
に
据
え
た
も
の
で
あ
り
、
対
し
て
一
二
八
歌
は
解
釈
の

空
白
域
と
な
っ
て
い
る
。
森
本
治
吉
（
一
九
三
七
）
は
一
二
八
歌
に
つ
い
て
、「
学

徒
の
間
で
は
、
第
四
句
の
難
訓
を
以
て
著
名
」「
永
い
間
の
難
解
歌
」（
い
ず
れ
も

二
一
頁
）
と
し
、
現
在
で
も
訓
や
解
釈
は
一
定
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。

三
宅
香
帆
（
二
〇
一
九
）
は
、
石
川
女
郎
と
大
伴
田
主
の
行
動
の
典
拠
と
し
て

『
文
選
』
と
『
遊
仙
窟
』
を
挙
げ
、
二
つ
の
典
拠
を
も
と
に
一
二
六
、
一
二
七
歌
に

お
け
る
「
風
流
士
」
像
の
ず
れ
の
解
釈
を
示
し
た
（
後
述
）。
本
稿
は
、
一
二
八
歌

に
つ
い
て
も
『
遊
仙
窟
』
を
典
拠
と
し
た
解
釈
が
成
立
し
う
る
こ
と
を
示
す
。

以
下
、
第
二
節
で
は
先
行
研
究
の
解
釈
を
元
に
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、
第

三
節
で
は
、
解
釈
に
関
連
す
る
一
二
八
歌
の
第
三
句
、
第
四
句
の
訓
異
同
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
第
四
節
で
は
典
拠
と
考
え
ら
れ
る
『
遊
仙
窟
』
の
詩
を
と
り
あ
げ
、

一
二
八
歌
が
一
二
六
、
一
二
七
歌
と
ど
の
よ
う
に
関
連
付
け
ら
れ
る
の
か
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

二
、
問
題
の
所
在

は
じ
め
に
、
当
該
歌
群
の
歌
と
左
注
を
掲
げ
る（

（
（

。

石
川
女
郎
贈
二

大
伴
宿
祢
田
主
一

歌
一
首　
即
佐
保
大
納
言
大
伴
卿
之
第
二
子
。
母
曰
二

巨
勢
朝
臣
一

也
。

遊み
や
び
を
と

士
跡　

吾わ
れ
は
き
け
る
を

者
聞
流
乎　

屋や
ど
か
さ

戸
不
レ

借ず　

吾わ
れ
を
か
へ
せ
り

乎
還
利　

於お
そ
の
み
や
び
を

曾
能
風
流
士
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（
２
・
一
二
六
）

大
伴
田
主
、
字
曰
二

仲
郎
一

。
容
姿
佳
艶
、
風
流
秀
絶
、
見
人
聞
者
、
靡�

レ

不
二

嘆
息
一

也
。
時
有
二

石
川
女
郎
一

。
自
成
二

双
栖
之
感
一

、
恒
悲
二

独
守

之
難
一

。
意
欲
レ

寄
レ

書
、
未
レ

逢
二

良
信
一

。
爰
作
二

方
便
一

而
似
二

賤
嫗
一

、

己
提
二

堝
子
一

而
到
二

寝
側
一

、
哽
音
蹢
足
、
叩
レ

戸
諮
曰
、
東
隣
貧
女
、
将�

レ

取
レ

火
来
矣
。
於
レ

是
仲
郎
暗
裏
非
レ

識
二

冒
隠
之
形
一

、
慮
外
不
レ

堪
二

拘

接
之
計
一

。
任
レ

念
取
レ

火
、
就
レ

跡
帰
去
也
。
明
後
、
女
郎
既
恥
二

自
媒
之

可�

一
レ

愧
、
復
恨
二

心
契
之
弗
一
レ

果
。
因
作
二

斯
歌
一

、
以
贈
二

謔
戯
一

焉
。

大
伴
宿
祢
田
主
報
贈
歌
一
首

遊み
や
び
を
に

士
尓　

吾わ
れ
は
あ
り
け
り

者
有
家
里　

屋や
ど
か
さ

戸
不
レ

借ず　

令か
へ
し
し
わ
れ
そ

還
吾
曾　

風み
や
び
を
に
は
あ
る

流
士
者
有
（
２
・

一
二
七
）

同
石
川
女
郎
更
贈
二

大
伴
田
主
中
郎
一

歌
一
首

吾わ
が
き
き
し

聞
之　

耳み
み
に
よ
く
に
る

尓
好
似　

葦あ
し
の
う
れ
の

若
末
乃　

足あ
し
や
む
わ
が
せ

痛
吾
勢　

勤つ
と
め
た
ぶ
べ
し

多
扶
倍
思
（
２
・
一

二
八
）

右
、
依
二

中
郎
足
疾
一

贈
二

此
歌
一

問
訊
也
。

一
二
六
歌
左
注
に
よ
る
と
、「
容
姿
佳
艶
、
風
流
秀
絶
」
で
あ
る
大
伴
田
主
に
対

し
て
、
石
川
女
郎
が
「
双
栖
之
感
」
を
抱
き
、
賤
し
い
老
女
に
扮
し
て
「
東
隣
貧

女
」
と
称
し
、
土
鍋
を
下
げ
て
火
を
も
ら
う
名
目
で
訪
ね
た
。
単
に
火
を
と
ら
せ

て
帰
し
て
し
ま
っ
た
大
伴
田
主
に
対
し
て
、
石
川
女
郎
は
「
風
流
士
な
の
に
帰
し

た
」
こ
と
を
か
ら
か
う
一
二
六
歌
を
詠
み
、
対
し
て
大
伴
田
主
が
「
風
流
士
だ
か

ら
帰
し
た
」
と
述
べ
る
一
二
七
歌
を
詠
ん
だ
。
こ
れ
に
石
川
女
郎
が
さ
ら
に
返
し

た
の
が
一
二
八
歌
で
あ
る
。
こ
の
一
二
八
歌
の
解
釈
は
、
石
川
女
郎
が
悔
し
さ
か

ら
、
中
郎
（
大
伴
田
主
）
が
足
に
疾
患
を
抱
え
て
い
た
こ
と
を
と
り
あ
げ
て
、「
お

大
事
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
揶
揄
を
こ
め
て
返
答
す
る
も
の
と
解
釈
す
る
も

の
が
多
い
。「
足
疾
」
が
あ
る
か
ら
思
う
ま
ま
に
動
け
な
い
の
で
帰
さ
れ
た
と
い
う

合
理
化
を
述
べ
た
と
す
る
も
の
も
あ
る
（
沢
瀉
久
孝
『
万
葉
集
注
釈
』
一
二
八
頁
）。

三
宅
（
二
〇
一
九
）
は
、
一
二
六
、
一
二
七
歌
の
石
川
女
郎
と
大
伴
田
主
と
の

間
の
「
風
流
士
」
の
ず
れ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
基
づ
く
典
拠
が
ず
れ
て
い
る

と
い
う
解
釈
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
石
川
女
郎
の
行
動
に
は
『
文
選
』
と
『
遊
仙

窟
』
の
二
つ
の
典
拠
が
存
在
し
、
こ
れ
に
対
し
て
大
伴
田
主
は
『
文
選
』
の
み
に

基
づ
い
て
返
し
た
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
万
葉
集
巻
二
の
時
点
で
『
遊
仙
窟
』

が
利
用
さ
れ
た
か
と
い
う
成
立
論
の
問
題
と
分
け
て
、
こ
の
歌
群
を
テ
キ
ス
ト
と

し
て
考
察
す
る
と
き
に
、
三
宅
氏
の
解
釈
は
、
左
注
の
典
拠
と
「
風
流
士
」
の
ず

れ
の
両
方
を
説
明
で
き
る
た
め
、
作
業
仮
説
と
し
て
有
効
で
あ
る
。
歌
群
の
他
の

箇
所
に
も
『
遊
仙
窟
』
で
説
明
で
き
る
点
が
あ
れ
ば
、
三
宅
氏
の
作
業
仮
説
は
さ

ら
に
補
強
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
一
二
八
歌
の
訓
異
同
を
従
来
と

異
な
る
角
度
か
ら
と
ら
え
た
う
え
で
、
一
二
八
歌
も
『
遊
仙
窟
』
を
典
拠
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

三
、「
葦
若
末
」「
足
痛
」
の
訓
異
同

三
―
一
、「
葦
若
末
」
の
訓

本
稿
で
は
第
三
句
の
「
葦
若
末
」
を
「
ア
シ
ノ
ウ
レ
」
と
訓
じ
る
べ
き
も
の
と

考
え
る
。
以
下
に
、
本
文
異
同
と
訓
異
同
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

本
文
異
同
に
つ
い
て
、『
校
本
万
葉
集
』
に
よ
る
と
現
存
諸
写
本
の
多
く
は
「
葦
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若
未
」（

（
（

に
つ
く
る
が
、
天
治
本
が
「
葦
若
末
」、
古
葉
略
類
聚
抄
が
「
葦
若
生
」
と

す
る
。
諸
注
釈
の
大
半
は
、
契
沖
『
万
葉
代
匠
記
』（
精
選
本
、『
契
沖
全
集
』
巻

一
、
四
七
一
―
四
七
四
頁
）
が
「
小
松
之
若
末
爾
（
コ
マ
ツ
ガ
ウ
レ
ニ
）」（
10
・

一
九
三
七
）
を
類
例
と
し
て
引
い
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
万
葉
集
中
の
「
若
末
」

の
用
例
を
も
と
に
「
葦
若
末
」
と
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
稲
岡
耕
二
（
一
九
八

二
）
の
調
査
が
あ
り
、
万
葉
集
中
の
「
若
末
」
ま
た
は
「
若
未
」
の
本
文
異
同
を

調
べ
、
ほ
と
ん
ど
が
「
若
末
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
若
末
」
が
正
し
い
と
し
た
。

そ
し
て
一
二
八
歌
に
つ
い
て
は
、「
訓
が
不
明
の
個
所
の
た
め
、
い
っ
そ
う
誤
り
も

甚
だ
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」（
一
一
一
頁
）
と
考
察
し
た
。
本
稿
も
稲
岡
氏
の
意

見
に
従
う
。

訓
異
同
に
つ
い
て
、『
校
本
万
葉
集
』
に
よ
れ
ば
、
諸
写
本
の
う
ち
元
暦
校
本
、

紀
州
本
、
廣
瀬
本
、
古
葉
略
類
聚
抄
な
ど
次
点
本
は
「
ア
シ
ノ
ハ
」
と
訓
じ
、
西

本
願
寺
本
、
細
井
本
、
温
古
堂
本
、
大
矢
本
等
の
新
点
本
が
「
ア
シ
カ
ヒ
」
と
訓

じ
て
い
る
。
諸
注
釈
で
は
、
仙
覚
『
万
葉
集
註
釈
』（『
仙
覚
全
集
』
七
四
頁
）
が

古
点
の
「
ア
シ
ノ
ハ
」
を
否
定
し
て
「
ア
シ
カ
ヒ
」
と
訓
じ
、
契
沖
『
万
葉
代
匠

記
』（
精
選
本
）
が
巻
十
の
「
小
松
之
若
末
爾
（
コ
マ
ツ
ガ
ウ
レ
ニ
）」（
10
・
一
九

三
七
）
を
類
例
と
し
て
「
ア
シ
ノ
ウ
レ
」
と
訓
じ
て
以
降
、
近
現
代
の
注
釈
は
「
ア

シ
カ
ヒ
」
も
し
く
は
「
ア
シ
ノ
ウ
レ
」
の
ど
ち
ら
か
で
訓
じ
ら
れ
て
お
り
、
後
者

が
優
勢
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
に
「
ア
シ
カ
ヒ
」「
ア
シ
ノ
ウ
レ
」
の
二
つ
の
訓
に

つ
い
て
検
証
す
る
。

三
―
一
―
一
、
ア
シ
カ
ヒ
（
ア
シ
カ
ビ
）

契
沖
『
万
葉
代
匠
記
』（
精
選
本
）
以
降
、
ア
シ
カ
ビ
と
い
う
訓
に
対
し
て
、
記

紀
の
ア
シ
カ
ビ
の
例
を
引
い
て
傍
証
と
す
る
よ
う
に
な
る
。

「
如
二

葦
牙
一

因
二

萌
騰
之
物
一

而
成
神
名
、
宇
摩
志
阿
斯
訶
備
比
古
遅
神
」（
日

本
古
典
文
学
大
系
『
古
事
記　

祝
詞
』。
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。）

こ
れ
に
つ
い
て
土
屋
文
明
『
万
葉
集
私
注
』（
新
装
版
）
で
は
「
葦
芽
、
葦
若
末

は
同
語
を
あ
ら
は
す
も
の
と
見
る
べ
き
だ
。
枕
詞
で
あ
る
か
ら
伝
来
あ
る
語
を
用

ゐ
た
と
見
る
の
は
穏
当
だ
」（
二
一
一
頁
）
と
す
る
。

ま
た
ア
シ
カ
ビ
の
訓
を
主
張
し
た
沢
瀉
久
孝
『
万
葉
集
注
釈
』（
普
及
版
巻
二
、

一
二
六
～
一
二
八
頁
）
で
は
、
ア
シ
ノ
ウ
レ
と
の
比
較
を
次
の
二
点
か
ら
述
べ
る
。

①�

「
ア
シ
カ
ビ
」
が
一
語
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
ア
シ
ノ
ウ
レ
」
だ
と
二
語

に
な
る
。
一
語
の
場
合
、
語
の
前
半
を
と
っ
て
後
ろ
に
つ
な
が
る
傾
向
に

あ
り
（
例
：
あ
し
ほ
山　

あ
し
か
る
と
が
も
（
14
・
三
三
九
一
））、
二
語

の
場
合
、
後
半
を
と
っ
て
後
ろ
に
つ
な
が
る
傾
向
に
あ
る
（
例
：
小
松
が

う
れ
の　

う
れ
む
ぞ
は
（
11
・
二
四
八
七
））。

②�

枕
詞
の
音
数
は
五
音
が
常
態
で
、
古
く
は
四
音
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
中

で
、
六
音
の
も
の
は
こ
の
こ
ろ
ま
で
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
た
め
ア
シ
ノ

ウ
レ
ノ
と
読
め
ば
、
中
間
に
単
独
母
音
が
あ
る
の
で
、
音
調
の
点
か
ら
は

許
さ
れ
る
と
は
い
え
、
当
時
と
し
て
は
異
例
で
あ
る
。

記
紀
の
用
例
に
関
し
て
は
、「
萌
騰
之
物
（
萌
え
騰
れ
る
物
）」
と
い
う
勢
い
よ

く
成
長
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
の
語
が
、
続
く
「
足
痛
」
に
そ
ぐ

わ
な
い
と
い
う
問
題
点
が
伊
藤
博
ら
『
万
葉
集
全
注
』（
巻
二
、
稲
岡
耕
二
担
当
、

一
一
六
～
一
一
七
頁
）
に
指
摘
さ
れ
る
。
沢
瀉
の
①
に
対
し
て
同
じ
く
『
萬
葉
集
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全
注
』
で
は
、
序
詞
の
な
か
に
「
荒
磯
越
し
外
行
く
波
の
外
心
」（
11
・
二
四
三

四
）
な
ど
の
例
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
決
定
的
な
論
拠
と
し
が
た
い
と
し
て
い
る
。

沢
瀉
の
②
に
つ
い
て
は
成
立
論
に
か
か
わ
る
た
め
、
こ
れ
だ
け
で
は
否
定
も
肯
定

も
で
き
な
い
。

三
―
一
―
二
、
ア
シ
ノ
ウ
レ

ア
シ
ノ
ウ
レ
の
訓
は
諸
写
本
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
契
沖
『
万
葉

代
匠
記
』（
精
選
本
）
以
降
、
巻
十
の
「
小
松
之
若
末
爾
（
コ
マ
ツ
ガ
ウ
レ
ニ
）」

（
10
・
一
九
三
七
）
な
ど
を
類
例
と
し
て
訓
じ
ら
れ
て
い
る
。
ウ
レ
を
使
用
す
る
歌

は
万
葉
集
中
に
「
小
松
之
末ウ

レ

爾
」（
２
・
二
二
八
）、「
小
松
之
末ウ

レ

由
」（
10
・
二
三

一
四
）、「
小
松
之
若ウ

レ末
爾
」（
10
・
一
九
三
七
）、「
子
松
未ウ

レ

」（
11
・
二
四
八
七
）

な
ど
が
あ
る
が
、「
ア
シ
ノ
ウ
レ
」
は
見
ら
れ
な
い
。「
若
末
」「
末
」
の
訓
の
類
例

を
根
拠
と
し
て
導
出
さ
れ
た
訓
で
あ
る
が
、
中
に
は
橘
守
部
『
万
葉
集
檜
嬬
手
』

（
万
葉
集
叢
書
第
三
輯
、
一
一
一
頁
）
に
「
足
患
（
ア
シ
ノ
ウ
レ
ヘ
）
を
葦
末
（
ア

シ
ノ
ウ
レ
）
に
兼
ね
た
れ
ば
、
必
ず
う
れ
と
よ
む
べ
き
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
後

続
す
る
句
と
の
関
係
か
ら
訓
の
補
強
を
行
う
も
の
が
あ
っ
た
。

ウ
レ
と
読
む
場
合
、
そ
の
意
味
内
容
は
葦
の
若
芽
で
は
な
く
、
成
長
し
た
葦
の

先
端
部
分
と
な
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
山
田
孝
雄
（
一
九
五
五
）
は
、「
末
」「
若

末
」
が
ウ
レ
と
読
ま
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
う
え
で
、
一
二
八
歌
に
言
及
し
、「
今
、

「
葦
牙
」
と
「
葦
若
末
」
と
の
文
字
に
つ
き
て
意
義
の
差
を
考
ふ
る
に
「
牙
」
は
即

芽
と
同
字
な
れ
ば
、
今
い
ふ
「
め
」
な
り
。
然
る
に
わ
が
考
ふ
る
「
う
れ
」
は
そ

の
芽
の
生
長
し
た
る
も
の
に
し
て
同
日
に
断
ず
べ
か
ら
ず
」（
二
四
二
頁
）
と
す
る
。

こ
の
場
合
、
ウ
レ
に
は
、
ア
シ
カ
ビ
の
よ
う
な
「
勢
い
よ
く
成
長
」
と
い
う
記
紀

の
イ
メ
ー
ジ
は
付
帯
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
、
万
葉
集
中
に
類
例
が
あ
り
、「
成
長
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
帯
し
な
い

「
ア
シ
ノ
ウ
レ
」
と
訓
じ
る
の
が
穏
当
と
考
え
ら
れ
る
。「
ウ
レ
」
自
体
に
「
柔
ら

か
さ
」
の
含
意
は
な
い
が
、「
ア
シ
ノ
ウ
レ
」
と
な
っ
た
と
き
に
、
鹿
持
雅
澄
『
万

葉
集
古
義
』
に
「
も
と
軟
弱
な
る
よ
し
の
言
な
れ
ば
、
葦ア

シ
ノ
ウ
レ
ノ

若
末
乃
、
と
い
ふ
よ
り

の
属ツ

ヾ
キ

に
、
よ
く
か
な
へ
り（

（
（

」（
四
五
一
頁
）、
近
藤
芳
樹
『
万
葉
集
註
疏
』（
二
の

上
、
三
二
丁
裏
）
に
「
若
末
と
は
若
木
若
草
の
末
の
こ
と
に
て
い
と
弱
き
ゆ
ゑ
に

な
え
な
え
と
す
る
を
疾
あ
り
て
足
の
な
え
〳
〵
と
し
た
る
に
た
と
へ
た
る
な
り
」

と
あ
る
よ
う
に
、「
ア
シ
ノ
ウ
レ
」
を
採
用
す
る
複
数
の
注
釈
が
、「
ア
シ
ノ
ウ
レ
」

す
な
わ
ち
若
い
葉
先
が
「
弱
々
し
い
」
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
諸
注
釈
と
同
様
に
「
葦
若
末
」
に
は
「
柔
ら
か
さ
」
と
い
う
含
意
を

持
ち
、
後
続
す
る
「
足
痛
」
に
関
連
す
る
と
み
た
い
。

三
―
二
、「
足
痛
」
の
訓

本
稿
で
は
第
四
句
「
足
痛
吾
勢
」
の
「
足
痛
」
を
「
ア
シ
ナ
ヘ
」
と
訓
じ
る
べ

き
も
の
と
考
え
る
。
以
下
に
、
訓
異
同
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

『
校
本
万
葉
集
』
に
よ
る
と
諸
写
本
で
は
、
大
矢
本
、
陽
明
本
が
「
ア
ナ
ヘ
ク
」、

元
暦
校
本
が
、「
痛
」
を
「
イ
タ
」
と
し
、
右
に
墨
「
ア
ナ
ヘ
ク
」、
廣
瀬
本
が
「
ア

シ
イ
タ
」、
紀
州
本
が
「
ア
シ
イ
タ
」、
左
に
朱
で
「
ア
ナ
ヘ
ク
」、
京
都
大
学
本
が

赭
で
「
ア
シ
イ
タ
」「
ア
シ
ヒ
ク
」、
古
葉
略
類
聚
鈔
が
「
ア
シ
イ
タ
ル
」、
細
井
本

が
「
ア
ル
ヘ
ク
」
と
、
多
く
の
訓
が
錯
綜
し
て
い
る
。

諸
注
釈
で
は
さ
ら
に
多
く
、
計
十
三
通
り
の
訓
が
存
在
す
る
。
主
た
る
論
点
は

「
痛
」
の
訓
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
足
」
を
「
ア
」「
ア
シ
」
の
ど
ち
ら
に
す
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る
か
、「
痛
」
の
訓
を
連
体
形
、
連
用
形
ど
ち
ら
に
す
る
か
が
分
か
れ
て
い
く
。
十

三
通
り
の
訓
は
、「
痛
」
の
訓
に
よ
っ
て
Ａ
イ
タ
系
、
Ｂ
ナ
ヘ
系
、
Ｃ
ナ
ヤ
ム
系
、

Ｄ
ヒ
ク
系
、
Ｅ
そ
の
他
の
大
き
く
五
群
に
分
け
ら
れ
る
。
仙
覚
が
引
く
古
点
を
は

じ
め
写
本
に
も
み
ら
れ
る
Ａ
「
ア
シ
イ
タ
」
の
ほ
か
、
仙
覚
『
万
葉
集
註
釈
』
で

採
用
さ
れ
た
「
ア
ナ
ヘ
ク
」
や
賀
茂
真
淵
『
万
葉
考
』
の
「
ア
シ
ナ
ヘ
」
の
Ｂ
ナ

ヘ
系
、
鹿
持
雅
澄
『
万
葉
集
古
義
』
で
採
用
さ
れ
た
Ｃ
「
ア
ナ
ヤ
ム
」
な
ど
が
近

代
以
前
で
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考
』
で
Ｄ
「
ア
シ
ヒ
ク
」

の
訓
が
提
示
さ
れ
て
以
降
、
こ
れ
に
近
現
代
で
は
追
随
す
る
注
釈
書
が
多
い
。

森
本
（
一
九
三
七
）
は
、
こ
の
「
足
痛
」
に
つ
い
て
、「
第
四
句
さ
へ
解
け
れ
ば
、

永
い
間
の
難
解
歌
も
謎
が
ほ
ど
け
る
」（
二
一
頁
）
と
し
、「
痛
」「
疾
」
の
字
の
万

葉
集
中
の
訓
の
用
例
か
ら
訓
釈
を
検
討
し
た
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
訓
を
否
定
し
て

新
た
に
「
ア
シ
イ
タ
キ
」
と
訓
じ
た
が
、
最
終
的
に
は
一
二
八
歌
は
同
一
時
の
贈

答
歌
と
み
る
の
が
誤
り
で
は
な
い
か
、
と
い
う
私
見
を
呈
す
る
に
至
る
。
そ
の
考

え
を
否
定
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
結
果
的
に
謎
を
ほ
ど
く
の
を
放
棄
し
て

い
る
よ
う
に
読
め
て
し
ま
う
。
万
葉
集
中
の
訓
の
類
例
に
基
づ
い
て
検
討
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
そ
う
い
っ
た
見
解
に
至
る
の
で
あ
れ
ば
、
万
葉
集
中
に
類
例
が
な
く

と
も
「
足
痛
」
は
義
訓
で
あ
る
と
考
え
て
訓
を
検
討
し
た
方
が
、
合
理
的
な
解
釈

に
到
達
し
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、「
足
痛
」「
足
疾
」
が
ど
の
よ
う
な
足
の
状
態
を
指
す
か

と
い
う
、
従
来
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
観
点
か
ら
、
消
去
法
で
は
な
く
積
極
的

に
訓
の
候
補
を
検
討
す
る
。

三
―
二
―
一
「
足
痛
」「
足
疾
」
の
状
態

「
足
痛
吾
勢
」
と
い
う
第
四
句
は
、「
葦
若
末
乃
」
と
い
う
第
三
句
と
少
な
く
と

も
何
ら
か
の
関
連
を
持
つ
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
契
沖
『
万
葉
代
匠
記
』

（
精
選
本
）
で
「
蘆
筍
ハ
白
ク
テ
細
ク
ウ
ツ
ク
シ
キ
物
ノ
、
柔
ラ
カ
ニ
弱
ケ
レ
ハ
、

仲
郎
カ
ウ
ツ
ク
シ
キ
足
ヲ
ヤ
ム
ニ
ヨ
ソ
フ
ル
ナ
リ
。」（
四
七
三
頁
）
と
あ
り
、
少

な
く
と
も
ア
シ
（
葦
）
と
ア
シ
（
足
）
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
は
多
く

の
注
釈
書
が
示
す
。
す
る
と
、
先
に
引
用
し
た
近
藤
芳
樹
『
万
葉
集
註
疏
』
の
よ

う
に
、「
葦
若
末
」
に
付
帯
す
る
柔
ら
か
さ
の
イ
メ
ー
ジ
が
「
足
痛
」
の
た
と
え
と

考
え
る
こ
と
に
も
無
理
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
「
足
痛
」
と
は
、
疼

痛
が
あ
り
、
足
が
柔
ら
か
く
な
る
、
す
な
わ
ち
下
肢
に
力
が
入
り
に
く
い
状
態
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
般
に
、「
麻
痺
」
と
い
う
状
態
に
は
、
末
梢
神
経
障
害

に
よ
り
力
が
入
り
に
く
く
な
る
弛
緩
性
麻
痺
と
、
中
枢
神
経
障
害
に
よ
り
力
を
抜

き
に
く
く
な
る
痙
性
麻
痺
と
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
足
の
状
態
は
前
者
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

「
足
痛
」
が
示
す
足
の
状
態
に
つ
い
て
、
契
沖
『
万
葉
代
匠
記
』（
精
選
本
）
を

は
じ
め
、『
和
名
類
聚
抄
』
の
「
蹇　

阿
之
奈
閉
」
を
引
く
も
の
が
多
い
。
契
沖

『
万
葉
代
匠
記
』（
精
選
本
）、
鹿
持
雅
澄
『
万
葉
集
古
義
』
は
具
体
的
に
脚
気
で
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る
。
具
体
的
な
疾
患
名
が
指
摘
さ
れ
る
の
は
こ
の
脚
気
の
み
で

あ
っ
た
。
一
方
で
医
師
で
も
あ
る
井
上
通
泰
は
『
万
葉
集
新
考
』
で
「
も
し
脚
気

の
事
な
ら
ば
多
く
は
痛
む
も
の
に
あ
ら
ね
ば
な
り
」（
五
二
頁
）
と
「
痛
」
字
が
使

わ
れ
る
不
自
然
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。『
万
葉
集
新
考
』
の
該
当
箇
所
は
脚
気
の
原

因
を
め
ぐ
る
い
わ
ゆ
る
脚
気
論
争
の
さ
な
か
に
書
か
れ
て
お
り
、
井
上
通
泰
も
当

時
の
脚
気
患
者
を
念
頭
に
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
万
葉
集
当
時
の
脚
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気
は
、
痛
み
が
生
じ
う
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
半

井
家
本
『
医
心
方
』
巻
八（

（
（

の
「
脚
気
論
」
は
『
諸
病
源
候
論
』
を
ひ
い
て
「
其
状

自
分
膝
至
脚
有
不
仁
或
苦
痺
或
淫
々
如
虫
行
所
縁
或
脚
指
及
膝
脛
洒
々
爾
、
脚
或

屈
弱
不
能
行
或
微
腫
或
酷
冷
或
疼
痛
或
緩
縦
不
随
或
攣
急
（
以
下
略
）」（
傍
線
は

筆
者
に
よ
る
）
と
し
て
、
疼
痛
、
麻
痺
等
の
症
状
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
服
部

敏
良
（
一
九
四
五
）
は
、
天
平
十
六
年
に
安
積
親
王
が
「
脚
病
」
で
薨
じ
た
と
い

う
『
続
日
本
紀
』
の
記
述
は
脚
気
で
あ
る
と
す
る
。
当
時
、
身
分
の
高
い
人
物
で

も
脚
気
の
罹
患
は
考
え
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
疼
痛
に
加
え
て
麻
痺
に
よ
っ
て

下
肢
に
力
が
入
り
に
く
い
た
め
に
歩
き
に
く
い
と
い
う
状
況
が
生
じ
う
る
こ
と
か

ら
、「
足
痛
」
が
さ
す
状
態
と
し
て
脚
気
説
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

ほ
か
に
当
時
の
足
の
病
気
と
し
て
、
栄
原
永
遠
男
（
一
九
八
七
）
は
、
正
倉
院

文
書
中
で
写
経
生
が
休
暇
申
請
を
す
る
自
身
の
病
気
の
う
ち
、
赤
痢
等
の
腹
部
症

状
を
呈
す
る
疾
患
に
次
い
で
「
足
病
」
が
あ
る
と
い
う
。「
た
ち
ま
ち
足
病
発
し
、

立
居
安
か
ら
ず
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
や
や
日
を
経
る
ご
と
に
、
痺
痛
い
よ
い
よ

増
す
」（
二
二
〇
頁
、
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）
と
す
る
文
書
を
挙
げ
、
職
業
病
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
座
っ
た
状
態
で
長
時
間
過
ご
す
と
い
う
労
働
環
境
を
考
え
る
と
、

坐
骨
神
経
痛
、
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
等
が
候
補
に
あ
が
る
。「
痺
痛
」
の
う
ち

「
痺
」
の
内
実
が
不
明
で
あ
る
が
、「
痛
」
と
合
わ
せ
て
生
じ
て
い
る
点
が
注
目
さ

れ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
足
痛
」
と
い
う
表
現
に
は
、
具
体
的
な
病
名
の
特
定
は
不
可
能

で
あ
る
と
し
て
も
、
足
の
疼
痛
だ
け
で
な
く
、
足
の
麻
痺
も
同
時
に
存
在
す
る
よ

う
な
疾
患
が
念
頭
に
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
一
二
八
歌
の

場
合
、
そ
の
麻
痺
は
下
肢
に
力
の
入
り
に
く
い
弛
緩
性
麻
痺
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

三
―
二
―
二
「
足
痛
」
の
訓
と
し
て
何
が
適
当
か

森
本
（
一
九
三
七
）
が
考
察
し
た
よ
う
に
、「
痛
」
の
字
義
や
既
存
の
訓
か
ら
は

Ａ
イ
タ
系
の
訓
し
か
導
け
な
い
。「
中
国
基
本
古
籍
庫
」
で
唐
を
含
む
唐
以
前
の

「
足
痛
」
の
例
を
検
索
す
る
と
二
十
例
に
満
た
ず
、
用
例
に
は
西
晋
の
『
甲
乙
経
』、

隋
の
『
諸
病
源
候
論
』
な
ど
の
医
学
書
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
単
純
に
足
の
痛
み

に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る（

（
（

。
Ａ
イ
タ
系
の
訓
は
、
素
直
な
訓
で
あ
る
だ
け
に
、

先
行
す
る
諸
注
釈
で
も
こ
の
訓
を
否
定
す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
右

で
見
た
よ
う
に
、
力
の
入
り
に
く
さ
な
ど
の
含
意
は
な
い
の
で
、
積
極
的
に
は
採

用
し
に
く
い
。
Ｃ
ナ
ヤ
ム
系
、
Ｅ
そ
の
他
（
ア
シ
ヤ
ム
、
ア
ル
ヘ
ク
）
も
、
同
様

で
あ
る
。

訓
の
候
補
と
し
て
検
討
し
た
い
の
は
、「
ア
シ
○
○
」
と
い
う
形
で
足
の
病
的
な

状
態
や
疾
患
を
表
す
複
合
語
で
あ
る
が
、
そ
の
数
は
多
く
な
い
。『
医
心
方
』
巻
八

「
手
足
」
は
手
足
の
疾
患
を
二
四
節
に
分
け
て
述
べ
る
が
、
う
ち
一
五
節
ま
で
が
脚

気
に
つ
い
て
述
べ
る
。
他
の
九
節
の
う
ち
「
足
〇
」「
脚
〇
」
形
式
の
見
出
し
は

「
脚
瘇
」（
コ
ヒ
ア
シ
）
の
み
で
あ
り
、『
医
心
方
』
巻
八
全
体
の
本
文
の
訓
と
し
て

見
え
る
「
ア
シ
○
○
」
は
「
攣
」（
ア
シ
ナ
ヘ
）
の
み
で
あ
っ
た
。
古
辞
書
等
に
み

え
る
「
ア
シ
○
○
」
と
い
う
複
合
語
に
は
、『
和
名
類
聚
抄
』
の
「
脚
気
」
に
対
す

る
「
阿
之
乃
介
」（
ア
シ
ノ
ケ
）、「
蹇
」
に
対
す
る
「
阿
之
奈
閉
」（
ア
シ
ナ
ヘ
）

が
あ
り
、
他
の
訓
の
候
補
と
し
て
『
訓
点
語
彙
集
成
』
に
「
擲
」（
ア
シ
ス
リ
）、
観

智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
「
蹶
」（
ア
シ
ヲ
ル
）、「
跋
」（
ア
シ
ヲ
レ
）
が
あ
る

程
度
で
あ
っ
た
。
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翻
っ
て
一
二
八
歌
の
諸
注
釈
の
訓
の
う
ち
、
足
の
状
態
に
つ
い
て
の
含
意
が
あ

る
の
は
、
Ｂ
ナ
ヘ
系
、
Ｄ
ヒ
ク
系
の
二
つ
で
あ
る
。
Ｄ
ヒ
ク
系
は
古
辞
書
等
の
訓

に
見
え
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
足
の
状
態
を
表
す
表
現
と
し
て
候
補
に
挙
が
る

た
め
、
以
下
に
こ
の
二
つ
の
系
統
が
そ
れ
ぞ
れ
訓
と
し
て
適
当
か
ど
う
か
検
討
す

る
。

《
Ｂ
ナ
ヘ
系
》

諸
注
釈
に
お
い
て
、
ナ
ヘ
と
訓
じ
る
根
拠
と
し
て
古
辞
書
の
用
例
を
挙
げ
て
い

る
。『
和
名
類
聚
抄
』
元
和
本
巻
三
に
「
蹇　

説
文
蹇
〈
音
犬
訓
阿
之
奈
閉
／
此
間

云
那
閉
久
〉」
と
あ
り
、『
新
撰
字
鏡
』（
天
治
本
巻
三
）
に
「
癖　

疋
亦
反
入
腹
内

癖
病
□
足
奈
戸
」
と
あ
る
。
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
は
「
蹇
」「
躄
」「
跛
」

「
痿
」
に
ア
シ
ナ
ヘ
と
い
う
訓
が
見
ら
れ
た
。
古
辞
書
以
外
に
は
、
半
井
家
本
『
医

心
方
』
巻
八
に
「
攣
」
に
「
ア
シ
ナ
ヘ
」「
ヒ
キ
」
の
訓
が
あ
る
。
ま
た
『
東
大
寺

諷
誦
文
稿
』
に
「
攣
躄
多
来
」
と
あ
り
、「
攣
」
に
「
テ
ナ
ヘ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

中
田
祝
夫
（
一
九
七
九
）
は
「
躄
」
を
「
あ
し
な
へ
」
と
推
定
し
て
読
ん
で
い
る
。

「
ナ
フ
」
も
し
く
は
「
ナ
ヘ
グ
」
と
い
う
動
詞
は
、『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』

で
「
な
え
る
。
し
び
れ
て
感
覚
が
な
く
な
る
」（
五
三
〇
頁
）
と
い
う
意
味
と
さ
れ

る
。「
痿
」
の
訓
と
し
て
ア
シ
ナ
ヘ
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
弛

緩
性
麻
痺
を
連
想
さ
せ
る
語
で
あ
る
と
推
測
で
き
、「
足
痛
」
の
訓
の
有
力
な
候
補

と
言
え
る
。

ナ
ヘ
系
に
は
大
矢
本
、
陽
明
本
、
仙
覚
『
万
葉
集
註
釈
』
が
と
る
「
ア
ナ
ヘ
ク
」

と
、
賀
茂
真
淵
『
万
葉
考
』
が
と
る
「
ア
シ
ナ
ヘ
」
と
が
あ
る
。「
ア
ナ
ヘ
ク
」
に

つ
い
て
、
沢
瀉
久
孝
が
『
万
葉
集
注
釈
』
で
「
枕
詞
の
ア
シ
と
の
接
続
も
不
明
に

な
る
」（
一
二
八
頁
）
と
す
る
の
は
首
肯
で
き
、「
足
」
は
「
ア
シ
」
と
訓
じ
た
方

が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。「
ア
シ
ナ
ヘ
」
に
つ
い
て
は
、
鹿
持
雅
澄
『
万
葉
集
古
義
』

で
「
吾
勢
と
体
言
に
つ
づ
き
た
れ
ば
、
必
ず
用
言
に
訓
ず
て
は
、
協
は
ぬ
こ
と
な

り
」（
四
五
一
頁
）
の
よ
う
に
連
用
形
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
斥
け
ら
れ
て
い
る
が
、

連
体
形
「
ア
シ
ナ
フ
ル
」「
ア
シ
ナ
ヘ
グ
」
と
す
る
と
音
数
が
合
わ
な
く
な
っ
て
し

ま
う（

（
（

。
一
方
で
、
土
屋
文
明
『
万
葉
集
私
注
』
は
「
ア
シ
ヒ
キ
」
と
訓
じ
た
う
え

で
、「
こ
の
語
は
次
の
ワ
ガ
セ
と
同
格
で
あ
る
か
ら
ア
シ
ヒ
キ
と
す
べ
き
で
、
修
飾

語
と
し
て
ア
シ
ヒ
ク
と
訓
ん
だ
の
で
は
、
全
体
の
調
子
が
だ
れ
て
し
ま
ふ
。
或
は

蹇
の
意
と
み
て
ア
シ
ナ
ヘ
と
訓
む
の
も
一
理
あ
ら
う
。
其
の
場
合
も
ア
ナ
ヘ
グ
と

修
飾
語
に
訓
む
べ
き
で
は
な
い
。
ど
こ
ま
で
も
ワ
ガ
セ
と
同
格
の
呼
び
か
け
で
あ

る
」（
二
一
一
頁
）
と
し
、
連
体
形
よ
り
も
む
し
ろ
同
格
と
と
っ
て
接
続
す
る
べ
き

と
述
べ
た
。
土
屋
文
明
以
外
に
「
ア
シ
ナ
ヘ
」
と
訓
じ
る
賀
茂
真
淵
『
万
葉
考
』、

安
藤
野
雁
『
萬
葉
集
新
考
』
な
ど
に
お
い
て
は
、
活
用
形
に
関
す
る
言
及
は
な
い

が
、「
ア
シ
ナ
ヘ
」
と
同
格
と
し
て
「
ワ
ガ
セ
」
に
接
続
す
る
形
式
を
許
容
し
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
か
ら
、
Ｂ
ナ
ヘ
系
は
訓
の
候
補
で
あ
り
、
そ
の
場
合
、「
ア
シ
ナ
ヘ
」
が

好
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

《
Ｄ
ヒ
ク
系
》

諸
注
釈
に
お
い
て
、
ヒ
ク
系
で
訓
じ
る
根
拠
と
し
て
、
山
田
孝
雄
『
萬
葉
集
講

義
』（
巻
二
、
一
三
九
～
一
四
〇
頁
）
で
は
、
枕
詞
「
あ
し
ひ
き
の
」
を
「
足
疾

乃
」（
４
・
六
七
〇
）、「
足
病
乃
」（
７
・
一
二
六
二
）
と
書
く
例
を
挙
げ
て
い
る
。

井
手
至
（
二
〇
〇
九
）
は
、「
あ
し
ひ
き
の
」
の
「
ひ
く
」
は
四
段
動
詞
の
「
引
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く
」
で
は
な
く
上
二
段
動
詞
の
「
攣
く
」
で
あ
る
と
指
摘
し
、
こ
の
「
ひ
く
」
は

「
ひ
き
つ
る
」
意
と
し
た
（
同
二
二
二
頁
）。
こ
の
場
合
、「
ひ
く
」
は
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
力
が
抜
け
な
い
痙
性
麻
痺
を
連
想
さ
せ
る
語
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
た

だ
し
右
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
半
井
家
本
『
医
心
方
』
巻
八
に
「
攣
」
に
「
ア
シ

ナ
ヘ
」「
ヒ
キ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、「
ナ
フ
」「
ヒ
ク
」
が
筋
肉
の
緊
張
度
合
い

で
厳
密
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
元
和
本
『
和
名
類

聚
抄
』、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』、
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』、『
訓
点
語
彙
集
成
』

か
ら
「
ア
シ
」
を
含
む
複
合
語
で
足
の
病
態
を
示
す
語
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
「
ア

シ
ナ
ヘ
」
は
あ
っ
て
も
「
ア
シ
ヒ
キ
」
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
Ｄ
ヒ
ク
系
は
、
Ｂ

ナ
ヘ
系
と
同
様
足
の
状
態
に
つ
い
て
の
含
意
は
あ
る
が
、
こ
の
歌
の
訓
の
候
補
と

し
て
の
優
先
度
は
下
が
る
。

以
上
よ
り
、
足
の
様
相
と
し
て
弛
緩
性
麻
痺
を
連
想
し
う
る
「
ア
シ
ナ
ヘ
」
が

訓
と
し
て
最
も
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
訓
は
第
三
節
に
述
べ
る
典
拠

を
踏
ま
え
て
も
蓋
然
性
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
一
、
第
二
、
第
五
句
の
訓
に
つ
い
て
は
、
諸
写
本
、
諸
注
釈
の
間
で
細
か
い

異
同
は
あ
る
が
、
お
お
む
ね
一
致
し
て
お
り
、
異
同
に
よ
り
歌
の
解
釈
の
大
勢
に

は
影
響
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
先
行
す
る
訓
に
従
っ
て
お
く
。
本
稿

の
考
え
る
本
文
と
訓
を
掲
げ
る
。

わ
が
き
き
し　

み
み
に
よ
く
に
る　

あ
し
の
う
れ
の　

あ
し
な
へ
わ
が
せ　

つ

と
め
た
ぶ
べ
し

吾
聞
之　

耳
尓
好
似　

葦
若
末
乃　

足
痛
吾
勢　

勤
多
扶
倍
思

四
、
典
拠
と
し
て
の
『
遊
仙
窟
』

本
稿
は
、
三
宅
（
二
〇
一
九
）
の
論
に
拠
り
つ
つ
、
一
二
八
歌
も
『
遊
仙
窟
』

を
典
拠
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
こ
で
一
二
六
～
一
二

八
歌
の
歌
群
に
対
す
る
典
拠
に
関
す
る
先
行
研
究
を
検
討
し
、
次
い
で
『
遊
仙
窟
』

を
典
拠
と
し
て
解
釈
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。

四
―
一
、
先
行
す
る
典
拠
論

一
二
六
～
一
二
七
歌
に
つ
い
て
、
小
島
（
一
九
八
八
）
で
は
、『
文
選
』『
玉
台

新
詠
』
等
を
も
と
に
長
大
な
左
注
を
作
っ
た
も
の
と
見
る
。「
東
隣
」
表
現
に
宋
玉

「
登
徒
子
好
色
賦
」
等
、「
自
媒
」
表
現
に
『
遊
仙
窟
』
等
の
関
連
を
指
摘
し
た
。
そ

の
う
え
で
、
一
二
八
歌
に
つ
い
て
、「
登
徒
子
の
妻
の
「
旁
行
」
の
記
事
に
暗
示
を

得
て
、
戯
れ
て
作
っ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」（
同
九
一
五
頁
）
と
す
る
。「
旁

行
」
と
は
、
登
徒
子
の
妻
が
腰
を
ま
げ
て
た
ど
た
ど
し
く
進
む
さ
ま
を
表
す
「
旁

行
踽
僂
」
の
箇
所
を
指
す
。
石
川
女
郎
が
貧
女
に
似
せ
て
た
ど
た
ど
し
く
歩
く
「
蹢

足
」
の
部
分
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
足
の
不
自
由
さ
の
連
想
か
ら
一

二
八
歌
が
創
作
さ
れ
た
と
み
て
い
る
が
、
一
二
八
歌
そ
の
も
の
の
典
拠
の
指
摘
は

な
い
。

先
行
研
究
で
一
二
六
～
一
二
八
歌
の
典
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
宋
玉
「
登

徒
子
好
色
賦
」（
小
島
憲
之
等
）、
司
馬
相
如
「
美
人
賦
」（
胡
志
昂
等
）、『
遊
仙

窟
』（
三
宅
香
帆
等
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
一
二
六
歌
左
注
の
語
句
と
の
関
連
だ
け

で
な
く
、
一
連
の
贈
答
歌
と
の
関
連
に
も
言
い
及
ん
で
い
る
。
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・
宋
玉
「
登
徒
子
好
色
賦
」『
文
選
』

楚
王
の
前
で
、
登
徒
子
が
宋
玉
の
こ
と
を
好
色
だ
と
い
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
宋

玉
が
反
論
す
る
も
の
で
あ
る
。
宋
玉
は
、
東
隣
に
住
む
美
女
か
ら
の
誘
い
を
受
け

入
れ
な
い
こ
と
で
好
色
を
否
定
し
た
。
登
徒
子
の
妻
は
、
髪
が
乱
れ
、
耳
は
つ
ぶ

れ
、
唇
は
薄
く
、
歯
は
欠
け
、
足
は
ふ
ら
つ
き
、
背
は
曲
が
っ
て
い
て
、
疥
癬
の

上
に
痔
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
妻
を
愛
し
て
子
を
な
し
て
い
る
点
で
東
隣
の

女
性
と
の
対
照
が
な
さ
れ
て
い
る
。
宋
玉
が
美
女
の
誘
い
を
受
け
入
れ
な
い
と
い

う
図
式
は
、
一
二
七
歌
の
大
伴
田
主
の
歌
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
東
隣
の
女
性

や
、
足
が
ふ
ら
つ
い
て
い
る
よ
う
な
さ
ま
は
、
一
二
六
歌
の
左
注
の
描
写
と
も
重

な
る
。

「
登
徒
子
好
色
賦
」
の
み
を
典
拠
と
す
る
際
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
三
宅
（
二
〇

一
九
）
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。
大
伴
田
主
が
一
二
七
歌
に
お
い
て
「
登
徒
子

好
色
賦
」
を
念
頭
に
お
い
た
場
合
、
宋
玉
＝
大
伴
田
主
、
東
家
之
子
（
東
隣
の
女

性
）
＝
石
川
女
郎
と
な
る
。
石
川
女
郎
の
立
場
に
立
つ
と
、
女
性
が
男
性
と
結
ば

れ
て
い
る
の
は
、
東
家
之
子
で
は
な
く
登
徒
子
の
妻
の
方
（
登
徒
子
＝
大
伴
田
主
、

登
徒
子
の
妻
＝
石
川
女
郎
）
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
登
徒
子
の
妻
を
彷
彿
と
さ
せ

る
姿
や
歩
き
方
の
描
写
が
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
貧
女
」
と
名
乗
っ

た
理
由
、「
堝
子
」
を
持
っ
て
き
た
理
由
な
ど
が
明
ら
か
に
で
き
な
い
と
い
う
。

他
に
、
一
二
六
歌
左
注
と
「
登
徒
子
好
色
賦
」
と
の
相
違
点
に
つ
い
て
、
福
沢

健
（
一
九
八
六
）
は
、
石
川
女
郎
が
大
伴
田
主
の
家
に
押
し
か
け
る
こ
と
、
女
郎

が
嫗
に
扮
す
る
こ
と
の
二
点
を
挙
げ
る
。
一
二
八
歌
を
含
め
た
解
釈
の
た
め
に
、
原

伝
承
と
し
て
の
嫗
の
恋
愛
譚
を
指
摘
し
、
こ
の
一
二
八
歌
は
、
一
二
六
～
一
二
七

歌
が
口
誦
さ
れ
る
中
で
、
享
受
者
の
興
味
が
恋
愛
譚
に
う
つ
っ
た
こ
と
で
増
補
さ

れ
た
歌
で
あ
る
と
考
察
し
た
。
こ
の
説
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ

で
も
な
お
三
宅
（
二
〇
一
九
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
貧
女
」
と
名
乗
っ
た
理
由
、

「
堝
子
」
を
持
っ
て
き
た
理
由
な
ど
が
明
ら
か
に
で
き
な
い
。

・
司
馬
相
如
「
美
人
賦
」

梁
王
の
前
で
、
鄒
陽
が
司
馬
相
如
の
こ
と
を
妖
麗
不
忠
だ
と
い
っ
た
こ
と
に
対

し
て
、
司
馬
相
如
が
反
論
す
る
も
の
で
あ
る
。
司
馬
相
如
は
、
東
隣
に
住
む
美
女

か
ら
の
誘
い
を
受
け
入
れ
な
い
こ
と
で
好
色
を
否
定
し
た
。

司
馬
相
如
「
美
人
賦
」
は
一
二
七
歌
の
下
敷
き
と
し
て
の
指
摘
が
あ
る
。
胡
志

昂
（
二
〇
一
七
）
は
、
司
馬
相
如
関
連
の
記
述
を
集
め
る
こ
と
で
一
二
六
～
一
二

八
歌
全
体
の
解
釈
を
試
み
た
。
司
馬
相
如
が
「
風
流
士
」（
一
二
六
歌
）、「
遊
士
」

（
一
二
七
歌
）
の
両
方
の
評
価
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、『
史
記
』
等
に
み

え
る
司
馬
相
如
と
卓
文
君
の
結
婚
譚
が
典
拠
と
な
っ
て
い
る
と
す
る
。
未
亡
人
で

貧
し
い
卓
文
君
が
司
馬
相
如
と
駆
け
落
ち
し
、
酒
を
温
め
る
火
炉
に
あ
た
ら
せ
た

（『
史
記
』『
漢
書
』）。
後
に
裕
福
に
な
る
と
、
司
馬
相
如
が
卓
文
君
の
風
流
さ
に
お

ぼ
れ
て
持
病
の
消
渇
（
糖
尿
病
）
が
悪
化
し
て
死
去
し
た
（『
西
京
雑
記
』）
と
す

る
。
一
二
六
歌
左
注
は
、
石
川
女
郎
＝
卓
文
君
（
炉
に
あ
た
ら
せ
て
ほ
し
い
）
と

い
う
図
式
、
一
二
七
歌
は
「
美
人
賦
」
を
も
と
に
大
伴
田
主
＝
司
馬
相
如
と
し
て

東
隣
の
美
女
を
拒
否
す
る
。
一
二
八
歌
は
、
足
疾
に
よ
り
拒
否
さ
れ
た
と
い
う
解

釈
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
自
分
を
卓
文
君
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
を
再
度
主
張
す
る

と
い
う
解
釈
を
提
示
し
た
。

し
か
し
、「
足
疾
」
か
ら
「
消
渇
」
と
い
う
連
想
は
、
や
や
無
理
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
消
渇
が
糖
尿
病
で
あ
る
と
い
う
仮
定
を
お
い
た
と
し
て
、
一
般
的
に
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糖
尿
病
の
発
症
か
ら
末
梢
神
経
障
害
を
起
こ
す
ま
で
に
は
十
年
単
位
の
年
月
が
必

要
で
あ
り
、
さ
ら
に
足
が
不
自
由
に
な
る
ほ
ど
ま
で
進
行
す
る
に
は
当
時
の
寿
命

が
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。
そ
の
た
め
一
二
八
歌
で
「
足
痛
」

「
足
疾
」
を
歌
い
こ
ん
で
も
、
大
伴
田
主
に
「
司
馬
相
如
の
消
渇
」
を
喚
起
さ
せ
る
、

も
し
く
は
享
受
者
に
そ
う
気
づ
か
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
え
る
。
つ

ま
り
、
一
二
八
歌
の
典
拠
に
司
馬
相
如
の
故
事
を
使
用
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く

い
。

・『
遊
仙
窟
』

『
遊
仙
窟
』
は
、
一
二
六
歌
左
注
の
「
自
媒
」
の
用
例
と
し
て
小
島
（
一
九
八

八
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。『
遊
仙
窟
』
を
一
二
六
～
一
二
七
歌
の
典
拠
と
し
て
、

「
登
徒
子
好
色
賦
」
の
み
で
は
解
釈
し
き
れ
な
い
部
分
の
解
釈
を
試
み
た
の
が
、
三

宅
（
二
〇
一
九
）
で
あ
る
。

「
火
を
取
る
」
こ
と
に
つ
い
て
、
張
郎
と
十
娘
が
近
く
に
あ
る
銅
熨
斗
を
も
と
に

し
て
詠
ん
だ
詩
の
掛
け
合
い
を
挙
げ
る
。『
遊
仙
窟
』
に
は
火
熨
斗
（
銅
熨
斗
）
に

火
が
な
い
の
で
気
持
ち
が
冷
め
て
い
る
と
い
う
十
娘
の
詩
が
あ
る
。
火
を
愛
情
に

見
立
て
、
火
を
も
ら
い
に
い
く
と
い
う
の
は
、
す
な
わ
ち
「
愛
情
を
入
れ
て
く
だ

さ
い
」
と
い
う
意
思
表
示
で
あ
る
と
い
う
解
釈
が
提
示
さ
れ
た
。
続
い
て
、
持
っ

て
行
っ
た
「
堝
子
」
に
つ
い
て
、「
鐺
子
」
と
い
う
鍋
を
も
と
に
し
た
詩
を
挙
げ
る
。

こ
の
詩
は
「
あ
な
た
の
考
え
次
第
で
、
契
り
を
結
ぶ
こ
と
を
私
は
承
知
し
ま
す
」

（
八
木
沢
敬
『
遊
仙
窟
全
講
』
一
二
九
頁
）
と
い
う
意
思
表
示
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ

の
鍋
を
持
っ
て
い
く
こ
と
で
、『
遊
仙
窟
』
と
い
う
典
拠
を
提
示
す
る
意
図
が
あ
る

と
解
釈
し
て
い
る
。

三
宅
（
二
〇
一
九
）
に
よ
る
典
拠
の
解
釈
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
一
二
六
歌
左

注
に
お
い
て
石
川
女
郎
は
、
鍋
を
持
っ
て
火
を
も
ら
う
、
す
な
わ
ち
愛
情
を
も
ら

い
に
い
く
と
い
う
『
遊
仙
窟
』
を
典
拠
と
し
て
行
動
に
で
た
。
歩
き
方
や
「
東
隣
」

の
表
現
か
ら
は
、『
文
選
』
の
登
徒
子
夫
婦
の
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
。
こ

こ
で
『
遊
仙
窟
』
と
『
文
選
』
の
二
つ
の
典
拠
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
一
二
七
歌
に
お
い
て
大
伴
田
主
は
、
東
隣
の
美
女
を
断
る
こ
と
で
、
宋
玉

に
自
ら
を
な
ぞ
ら
え
て
お
り
、『
文
選
』
の
み
を
典
拠
と
し
て
応
答
し
て
お
り
、
典

拠
の
ず
れ
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
。
三
宅
（
二
〇
一
九
）
の
論
は
先
行
す
る
典
拠

論
に
比
べ
て
破
綻
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
遊
仙
窟
』
と
い
う
典
拠
が
一
二

八
歌
に
ま
で
及
ぶ
か
ど
う
か
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

四
―
二
、『
遊
仙
窟
』
と
「
ア
シ
ナ
ヘ
」

右
の
よ
う
に
、「
登
徒
子
好
色
賦
」
や
「
美
人
賦
」
だ
け
で
は
一
二
八
歌
ま
で
を

包
括
す
る
典
拠
と
し
て
は
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
三
宅
（
二
〇
一
九
）、
胡

（
二
〇
一
七
）
は
い
ず
れ
も
一
二
六
歌
と
一
二
七
歌
と
の
間
に
、
典
拠
の
ず
れ
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
胡
（
二
〇
一
七
）
は
一
二
八
歌
で
、
ず
れ
を
認
識
し

た
石
川
女
郎
が
典
拠
の
再
提
示
を
し
て
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
典
拠
の
再

提
示
と
い
う
図
式
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
三
宅
（
二
〇
一
九
）

に
適
用
す
れ
ば
、
一
二
八
歌
に
お
い
て
石
川
女
郎
は
、
自
身
の
行
動
が
あ
く
ま
で

も
『
遊
仙
窟
』
を
も
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
を
再
提
示
し
、
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
典
拠
と
思
わ
れ
る
の
は
、
三
宅
（
二
〇
一
九
）
も
指
摘
し
て
い
た
「
鐺
子
」

を
歌
っ
た
詩
で
あ
る
。
該
当
箇
所
の
八
木
沢
敬
（
一
九
六
七
、
一
二
七
―
一
二
八
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頁
）
に
よ
る
本
文
と
訳
を
掲
げ
る
。

十
娘
忽
見
二

鴨
頭
鐺
子
一

、
因
詠
曰
、

觜
長
非
レ

為
レ
嗍

項
曲
不
レ

由
レ

攀

但
令
二

脚
直
上
一

他
自
眼
双
翻

十
娘
は
突
然
鴨
の
頭
の
形
を
し
た
燗
鍋
を
見
て
、
歌
を
よ
ん
だ
。

か
ん
な
べ
の
口
の
長
き
は
、
た
だ
吸
は
ん
た
め
に
は
あ
ら
ず
。

そ
の
う
な
じ
曲
が
り
て
長
き
は
、
た
だ
抱
か
ん
た
め
に
は
あ
ら
ず
。

そ
の
足
を
真
上
に
あ
げ
な
ば
、
そ
の
ま
ま
に
倒
れ
臥
し
な
ん
。

こ
の
詩
に
詠
ま
れ
て
い
る
「
鐺
子
」
に
注
目
す
る
。『
遊
仙
窟
』
の
諸
本
で
は
、

醍
醐
寺
本
で
「
サ
ラ
ナ
ヘ
」、
真
福
寺
本
「
サ
ス
ナ
ヘ
」、
陽
明
文
庫
本
「
サ
ス
ナ

ハ
」
の
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
鐺
子
」
に
つ
い
て
岩
波
文
庫
『
遊
仙
窟
』
の
注
に
、

「「
鐺
」
は
、
釜
の
た
ぐ
い
。
た
だ
、
耳
と
足
が
あ
る
」（
一
七
〇
頁
）
と
す
る
。
つ

づ
け
て
、『
和
名
類
聚
抄
』
の
記
述
（
元
和
本
巻
十
六
、
鎗
「
唐
韻
云
鎗
〈
音
倉
字

亦
作
鐺
漢
語
抄
云
阿
之
奈
倍
（
以
下
略
）〉」）
を
引
用
し
、
ア
シ
ナ
ベ
と
い
う
訓
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
新
井
白
石
『
東
雅
』
で
は
、
鎗
（
ア
シ
ナ
ベ
）
に
つ
い

て
、「
耳
足
あ
る
器
と
見
え
た
り
」
と
す
る
。
ア
シ
ナ
ベ
（
ア
シ
ナ
ヘ
）
と
い
う
語

に
つ
い
て
は
、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
「
鎗
」「
鐎
」「
錡
」
に
ア
シ
ナ
ヘ

の
訓
が
あ
り
、「
鐺
」
に
も
ア
シ
ナ
ヘ
と
あ
る
が
、「
ヘ
」
に
濁
声
点
が
み
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、『
遊
仙
窟
』
諸
写
本
に
は
「
ア
シ
ナ
ヘ
」
の
訓
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、

「
鐺
」
と
「
ア
シ
ナ
ヘ
」
と
は
対
応
し
う
る
訓
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

当
該
一
二
八
歌
に
は
、「
耳
」「
足
」
が
詠
み
こ
ま
れ
、
第
二
節
で
み
た
よ
う
に

「
足
痛
」
の
訓
と
し
て
「
ア
シ
ナ
ヘ
」
が
考
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
二
八
歌
に

は
、「
ア
シ
ナ
ヘ
（
足
鍋
）」
を
想
起
さ
せ
る
た
め
の
語
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る

と
言
え
る
。
三
宅
（
二
〇
一
九
）
に
よ
れ
ば
鍋
を
持
っ
て
い
く
こ
と
が
、
典
拠
の

提
示
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
一
二
七
歌
で
典
拠
の
ず
れ
が
明
ら
か
に
な
っ
た

後
に
は
、
な
お
さ
ら
典
拠
の
象
徴
た
る
鍋
の
こ
と
を
詠
む
こ
と
が
、
応
酬
と
し
て

は
自
然
な
形
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
「
足
痛
」
を
「
ア
シ
ナ
ヘ
」
と
よ
ん
で
「
足
鍋
」
に
掛
け
る
こ
と
が
で

き
る
か
が
問
題
と
な
る
。

ま
ず
ナ
ベ
の
ベ
は
乙
類
で
あ
り
、
ナ
フ
は
下
二
段
動
詞
な
の
で
活
用
形
の
ナ
ヘ

は
乙
類
で
あ
る
。
次
に
清
濁
に
つ
い
て
、
ナ
ベ
は
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』

（
五
三
一
頁
）
で
は
ナ
（
菜
・
魚
）
＋
ヘ
（
瓮
）
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
こ
の
ヘ
（
瓮
）

は
複
合
語
で
は
必
ず
し
も
濁
っ
て
い
な
い
（
例
：
鼎
カ
ナ
ヘ
）。『
和
名
類
聚
抄
』

の
「
堝
」
の
項
目
に
は
「
奈
閉
」
と
あ
り
、「
倍
」
の
字
を
使
う
場
合
は
濁
音
か
清

音
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、「
閉
」「
戸
」
を
使
う
場
合
は
清
音
と
考
え
ら
れ
、
ア

シ
ナ
ヘ
と
い
う
清
音
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
遠
藤
邦
基
（
一
九
八
九
）

は
、
上
代
の
掛
詞
で
は
清
濁
が
混
在
し
な
い
こ
と
を
述
べ
た
う
え
で
、「
清
濁
の
両

音
が
―マ

マ―
奈
良
時
代
も
中
期
に
は
こ
の
区
別
が
急
速
に
曖
昧
化
し
た
こ
と
は
、
万

葉
集
で
も
第
四
期
後
半
の
作
品
や
、
正
倉
院
仮
名
文
書
に
そ
の
書
き
分
け
が
な
い

こ
と
で
あ
き
ら
か
で
あ
る
」（
二
〇
頁
）
と
す
る
。
一
二
六
～
一
二
八
歌
が
、
増
補

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
清
濁
が
や
や
曖
昧
で
も
許
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

以
上
か
ら
、
遊
仙
窟
の
現
存
写
本
の
「
鐺
子
」
に
「
ア
シ
ナ
ヘ
」
訓
が
な
い
点
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が
弱
点
で
は
あ
る
が
、「
ア
シ
ナ
ヘ
」
に
「
足
痛
」
と
「
足
鍋
」
の
二
つ
が
か
け
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
足
鍋
が
典
拠
の
再
提
示
で
あ
る
と
み
れ
ば
、
第
三
節
の
「
足
痛
」

に
対
す
る
「
ア
シ
ナ
ヘ
」
訓
と
の
整
合
性
が
高
ま
り
、
典
拠
と
し
て
『
遊
仙
窟
』

を
想
定
す
る
蓋
然
性
が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
た
。

四
―
三
、
典
拠
を
踏
ま
え
た
歌
の
解
釈

諸
注
釈
と
同
様
、
第
三
句
は
「
足
痛
」
に
か
か
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
音

の
「
葦
」
と
「
足
」、「
葦
若
末
」
と
「
足
痛
（
ア
シ
ナ
ヘ
）」
と
は
柔
ら
か
さ
の
共

通
点
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
え
る
の
は
第
三
節
で
み
た
と
お
り
で
あ
る
。
典
拠

を
踏
ま
え
て
、
解
釈
に
つ
い
て
二
点
を
追
記
す
る
。

一
つ
に
、「
堝
子
」（
土
鍋
）
と
「
鐺
子
」（
足
鍋
）
の
違
い
で
あ
る
。
三
宅
（
二

〇
一
九
）
の
解
釈
で
は
、
石
川
女
郎
が
持
っ
て
行
っ
た
「
堝
子
」
に
は
、
火
（
愛

情
）
を
入
れ
る
銅
熨
斗
の
含
意
と
、
契
り
を
結
ぶ
こ
と
を
承
知
し
典
拠
を
提
示
す

る
「
鐺
子
」
の
含
意
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
一
二
七
歌
に
お
い
て
そ
の
『
遊

仙
窟
』
の
典
拠
は
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
無
視
さ
れ
て
い
る
。「
堝
子
」（
土
鍋
）
と

「
鐺
子
」（
足
鍋
）
と
は
材
質
も
形
状
も
異
な
る
た
め
、
単
純
に
典
拠
が
伝
わ
っ
て

い
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
金
属
製
の
「
鐺
子
」（
足
鍋
）
が
当
時
ど
の
程
度
普

及
し
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
形
状
等
の
知
識
は
少
な
く
と
も
持
っ
て
い

た
で
あ
ろ
う
。
普
及
し
て
い
た
と
し
て
も
金
属
製
の
も
の
を
も
っ
て
訪
問
す
る
の

は
現
実
的
で
は
な
く
持
ち
運
び
や
す
い
「
堝
子
」（
土
鍋
）
で
代
用
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

第
一
句
「
吾
聞
之
」、
第
二
句
「
耳
尓
好
似
」
は
、
諸
注
釈
で
は
「
噂
で
聞
い
て

い
る
」
と
解
釈
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
大
伴
田
主
の
足
の
疾
患
を
指
す
と
さ
れ
る
。
し

か
し
「
耳
」
に
「
似
る
」
と
い
う
表
現
で
、「
噂
」
を
指
す
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

「
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
」
中
に
見
ら
れ
ず
、
少
な
く
と
も
一
般
的
な
表
現
と
は
い

い
に
く
い
。
そ
の
た
め
、
単
純
に
形
状
と
し
て
「
耳
」
に
似
て
い
る
、
と
い
う
意

味
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
葦
若
末
と
耳
と
は
現
実
問
題
と

し
て
似
て
い
な
い
の
で
、
一
句
挟
む
こ
と
に
は
な
る
が
、
耳
（
把
手
）
と
足
が
つ

い
て
い
る
足
鍋
の
形
状
に
似
て
い
る
と
い
う
意
味
と
も
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
第

二
句
は
形
状
の
た
と
え
で
足
鍋
を
、
第
三
句
は
性
状
の
た
と
え
で
足
痛
を
そ
れ
ぞ

れ
導
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
吾
聞
之
」
の
内
容
は
足
の
疾
患
で
は

な
く
、「
鐺
子
」
の
形
状
に
つ
い
て
「
こ
う
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
意
味
と

も
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、「
堝
子
」（
土
鍋
）
に
よ
っ
て
「
鐺
子
」（
足
鍋
）
と
い

う
典
拠
を
示
そ
う
と
し
た
こ
と
を
よ
り
明
示
的
に
伝
え
る
こ
と
で
、
相
手
を
揶
揄

し
て
い
る
と
も
と
ら
え
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
は
、「
ア
シ
ナ
ヘ
」
の
も
つ
含
意
が
、
一
二
六
歌
左
注
と
一
二
八
歌
と

の
間
で
重
な
り
つ
つ
も
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
三
宅
（
二
〇
一
九
）

の
解
釈
に
よ
れ
ば
一
二
六
歌
に
お
い
て
、「
堝
子
」（
土
鍋
）
を
提
示
す
る
意
図
は
、

契
り
を
結
ぶ
こ
と
を
承
知
す
る
『
遊
仙
窟
』
の
漢
詩
の
「
鐺
子
」（
足
鍋
）
を
彷
彿

と
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
た
だ
一
二
六
歌
の
左
注
の
中
で
は
、
大
伴
田
主
の
「
足

疾
」
を
う
か
が
わ
せ
る
描
写
は
な
く
、
大
伴
田
主
は
そ
の
時
点
で
「
足
疾
」
の
た

め
に
不
自
由
で
あ
っ
た
と
は
断
定
し
に
く
い
。
こ
の
時
点
で
は
単
に
典
拠
の
提
示

と
い
う
意
味
合
い
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
典
拠
の
提
示
が
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
た
め
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
一
二
八
歌
の
「
足
痛
」
ま
で
の
箇
所
で
、
ア

シ
ナ
ヘ
＝
「
鐺
子
」（
足
鍋
）
と
い
う
典
拠
の
再
提
示
を
行
っ
た
。
こ
の
点
で
一
二

六
歌
と
一
二
八
歌
と
で
「
ア
シ
ナ
ヘ
」
に
よ
る
典
拠
の
再
提
示
と
い
う
含
意
は
共
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通
す
る
。

一
方
で
、
一
二
八
歌
の
第
四
句
、
第
五
句
は
、
典
拠
と
し
て
提
示
し
た
ア
シ
ナ

ヘ
（
足
鍋
）
を
ア
シ
ナ
ヘ
（
足
痛
）
へ
と
読
み
替
え
て
、
そ
れ
を
見
舞
う
表
現
と

な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
当
該
の
漢
詩
が
、
八
木
沢
に
よ
る
『
遊
仙
窟
』
の
解

説
中
に
「
相
当
露
骨
で
、
煽
情
的
な
匂
い
が
強
」（
一
二
九
頁
）
い
と
さ
れ
る
こ
と

に
関
連
す
る
。
典
拠
に
用
い
た
足
鍋
の
三
本
足
の
鍋
の
足
が
い
た
ん
で
い
る
と
い

う
の
は
、
性
的
な
不
全
を
暗
示
し
、
そ
れ
を
揶
揄
し
て
い
る
と
も
解
釈
し
う
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
沢
瀉
久
孝
『
万
葉
集
注
釈
』
で
「
こ
の
「
足
」
が
歩
く
「
あ
し
」

で
は
な
い
と
い
ふ
う
が
っ
た
説
を
ど
こ
か
で
見
た
や
う
に
記
憶
す
る
」（
一
二
八

頁
）
と
い
い
、
伊
藤
博
『
萬
葉
集
釈
注
』
で
「「
足
ひ
く
」
に
男
の
最
も
大
事
な

「
足
」
に
活
力
が
な
い
こ
と
を
も
に
お
わ
し
て
い
る
と
す
れ
ば
ま
こ
と
に
痛
快
き
わ

ま
る
」（
三
〇
九
頁
）
と
あ
る
の
と
同
様
の
意
図
で
あ
る
。
こ
の
二
注
釈
に
は
引
用

し
た
以
上
の
記
述
や
根
拠
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
二
六
歌
に
付
帯
す
る
揶
揄
と

い
う
文
脈
か
ら
こ
の
解
釈
を
導
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
へ
足
鍋
を
補
助
線

に
据
え
る
と
、
二
注
釈
の
よ
う
な
解
釈
に
も
一
定
の
蓋
然
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
こ
の
ア
シ
ナ
ヘ
の
読
み
替
え
は
、
一
二
六
歌
左
注
の
時
点
で
は
想
定

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
一
二
七
歌
と
い
う
典
拠
か
ら
ず
れ
た
返
答
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
双
栖
之
感
」
を
抱
い
て
訪
問
し
た
こ

と
か
ら
も
、
そ
も
そ
も
そ
う
し
た
不
全
は
存
在
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
そ
の
よ
う
な
揶
揄
に
終
わ
る
と
こ
ろ
に
は
、
石
川
女
郎
の
意
図
が
達
成

し
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
腹
い
せ
が
あ
る
に
し
て
も
、
や
や
矛
盾
が
あ
り
面
白

み
が
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
一
二
六
～
一
二
八
歌
に
は
、「
謔
戯
性
、
戯
咲
性
」
の
指
摘
が
あ
る
。
小
島

（
一
九
八
八
）
は
「
こ
の
一
群
の
贈
答
歌
は
、
事
実
を
よ
ん
だ
も
の
か
も
知
れ
な
い

が
、
左
注
に
よ
っ
て
考
へ
る
と
、
中
国
文
学
に
暗
示
を
得
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
的
小

説
的
な
構
成
を
も
つ
」（
九
一
五
頁
）、「
一
二
六
の
左
注
の
「
贈
二

謔
戯
一

」
の
「
謔
」

「
戯
」
の
文
字
、
或
い
は
「
贈
」「
報
贈
」
歌
の
形
式
な
ど
は
巻
十
六
の
戯
咲
歌
を

思
は
せ
る
」（
九
一
九
頁
）
と
し
、
蔵
中
進
（
一
九
七
七
）
も
「
巻
十
六
の
戯
咲
歌

に
直
結
し
、
さ
ら
に
平
安
期
に
入
っ
て
歌
物
語
に
も
接
続
す
る
も
の
で
あ
る
」（
一

〇
一
頁
）
と
す
る
。
本
稿
の
解
釈
を
踏
ま
え
て
も
、
こ
の
指
摘
は
依
然
妥
当
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
二
八
歌
に
は
、
一
二
六
～
一
二
七
歌
の
応
酬
を
う
け
て
、
石

川
女
郎
が
足
鍋
を
用
い
て
『
遊
仙
窟
』
の
典
拠
を
再
提
示
し
た
い
と
い
う
意
図
と
、

足
鍋
に
か
け
ら
れ
た
「
足
痛
」（
ア
シ
ナ
ヘ
）
を
見
舞
う
よ
う
な
投
げ
か
け
を
し
つ

つ
も
痛
烈
に
揶
揄
す
る
と
い
う
意
図
と
を
く
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
点
で
、

一
二
六
～
一
二
八
歌
は
一
貫
し
た
典
拠
に
沿
っ
た
一
連
の
歌
群
と
し
て
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

五
、
お
わ
り
に

本
稿
は
、
石
川
女
郎
と
大
友
田
主
と
の
間
の
贈
答
歌
で
あ
る
一
二
六
～
一
二
八

歌
の
う
ち
、
一
二
八
歌
に
つ
い
て
、
訓
異
同
の
検
討
を
行
い
、『
遊
仙
窟
』
が
典
拠

で
あ
る
可
能
性
を
示
し
た
。

こ
の
歌
群
が
『
遊
仙
窟
』
を
典
拠
と
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
蔵
中
（
一
九
七
七
）

は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

85

東アジア文明講座紀要　第 2号



中
国
文
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
も
し
『
遊
仙
窟
』
も
そ
の
中
に
加
え
る
こ

と
が
で
き
る
な
ら
、
ま
た
そ
の
渡
来
が
い
わ
れ
て
い
る
が
ご
と
く
山
上
憶
良

帰
朝
時
で
あ
る
な
ら
、（
筆
者
補
：
一
二
六
～
一
二
八
歌
の
）
左
注
は
慶
雲
ご

ろ
以
後
の
作
と
考
え
る
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
巻
二
の
配
列
順
に
よ
っ
て
一

群
の
作
が
慶
雲
ご
ろ
の
作
と
断
じ
て
よ
い
な
ら
、
逆
に
『
遊
仙
窟
』
の
渡
来

を
推
す
資
料
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。（
一
〇
一
頁
）

慎
重
に
述
べ
て
い
る
が
、
引
用
文
前
半
の
『
遊
仙
窟
』
を
典
拠
と
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
三
宅
（
二
〇
一
九
）
と
本
稿
と
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
可
能
性
が
高

ま
っ
た
と
言
え
る
。
そ
の
こ
と
自
体
に
対
す
る
解
釈
は
、
こ
の
歌
群
の
作
歌
時
期
、

編
纂
論
に
対
す
る
見
解
で
変
わ
り
う
る
。
阿
蘇
瑞
枝
（
一
九
九
九
）
は
文
武
三
（
六

九
九
）
年
以
前
の
作
歌
と
し
、
橋
本
達
雄
（
二
〇
〇
六
）
は
「
大
伴
関
係
歌
は
原

萬
葉
に
は
採
ら
れ
な
か
っ
た
ら
し
く
」「
増
補
の
後
に
、
さ
ら
に
大
伴
関
係
者
に

よ
っ
て
追
補
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」（
同
三
六
頁
）
と
し
、
大
伴
家
持
を
中

心
と
す
る
編
纂
の
こ
ろ
の
追
補
と
み
る
。
本
稿
は
こ
う
し
た
問
題
に
は
立
ち
入
ら

な
い
が
、
巻
十
六
の
戯
咲
歌
と
の
関
連
も
あ
わ
せ
て
、
こ
の
歌
群
は
こ
う
し
た
問

題
を
検
討
す
る
材
料
と
し
て
、
ま
た
巻
二
に
お
け
る
『
遊
仙
窟
』
利
用
の
可
能
性

を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

注（
1
）	�

井
手
至
、
毛
利
正
守
校
注
『
新
校
注
万
葉
集
』
に
拠
っ
た
。
読
み
や
す
さ
の
た
め
、

「
＊
」
な
ど
の
記
号
は
省
略
し
、
訓
は
平
仮
名
に
直
し
た
。

（
2
）	�

岸
本
由
豆
流
『
万
葉
集
攷
証
』、
木
村
正
辞
『
万
葉
集
美
夫
君
思
』
の
よ
う
に
本
文

を
「
若
未
」
と
し
、「
若
」
が
「
カ
」、「
未
」
が
「
ビ
」
の
仮
名
で
あ
る
と
す
る
注

釈
も
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
万
葉
集
中
に
そ
の
よ
う
な
仮
名
用
例
は
な
く
、
従
い
が
た

い
。

（
3
）	�

鹿
持
雅
澄
は
「
足
痛
」
を
「
ア
ナ
ヤ
ム
」
と
訓
じ
て
い
る
が
、
葦
若
末
に
や
わ
ら
か

さ
の
意
味
を
付
帯
さ
せ
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。

（
4
）	�

ｅ
国
宝
の
画
像
を
閲
覧
し
た
。
翻
刻
は
筆
者
に
よ
る
。

�		�


https://em
useum

.nich.go.jp/detail?langId=ja&
w
ebV

iew
=&

content_
base_id=100173&

content_part_id=0&
content_pict_id=0

（
二
〇
二
四
年
一

一
月
五
日
閲
覧
）

（
5
）	�

例
え
ば
『
医
心
方
』
に
も
引
用
さ
れ
る
『
諸
病
源
候
論
』
の
巻
一
風
病
諸
候
上
に

「
養
生
方
導
引
法
云
、
左
右
拱
手
両
臂
不
息
九
通
治
臂
足
痛
労
倦
風
痺
不
随
」
と
あ

る
よ
う
に
、
麻
痺
（
不
随
）
に
つ
い
て
述
べ
た
章
で
は
あ
る
が
、
こ
の
「
足
痛
」
は

手
と
足
の
痛
み
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
6
）	�「
ア
シ
ナ
フ
ル
ワ
ガ
セ
」
と
「
ア
シ
ナ
ヘ
グ
ワ
ガ
セ
」
は
、
い
ず
れ
も
八
文
字
で
第

四
句
の
字
余
り
句
と
な
る
。
た
だ
し
、「
ワ
ガ
セ
」
が
「
ア
ガ
セ
」
で
あ
っ
た
場
合
、

「
ア
シ
ナ
フ
ル
ア
ガ
セ
」
の
母
音
音
節
「
ア
」
は
、
五
音
節
目
の
第
二
母
音
以
下
に

あ
た
り
、
字
余
り
Ａ
群
の
位
置
に
あ
る
（
佐
野
宏
（
二
〇
〇
五
）
を
参
照
）。
ア
ガ

セ
と
施
訓
し
た
場
合
に
は
字
余
り
法
則
上
は
許
容
さ
れ
る
た
め
、
施
訓
と
し
て
は
連

体
形
の
訓
と
、
ワ
ガ
セ
か
ら
ア
ガ
セ
へ
の
改
訓
を
セ
ッ
ト
に
す
れ
ば
定
型
上
の
問
題

点
は
解
決
で
き
る
。
し
か
し
、「
我
が
背
」
の
意
味
で
「
ア
ガ
セ
」
と
す
る
例
が
万

葉
集
中
に
み
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
の
訓
は
採
用
し
づ
ら
い
。
よ
っ
て
連
体
形
と
す
る

こ
の
二
つ
の
訓
は
採
用
し
づ
ら
い
こ
と
に
な
る
。

（
7
）	�

國
松
、
戸
田
（
二
〇
一
五
）
は
古
医
書
に
挙
げ
ら
れ
る
消
渇
の
症
状
を
述
べ
る
が
、

そ
の
中
に
足
病
変
は
な
い
。
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